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1　事業の概要

２　今後の事業の方向性

３　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)

1

2

3

合計 1.05 38,654 27,458 36,756

7,444
安全・安心のための学校給
食環境整備事業費

学校給食用食材の放射性物質検査の実施
（県内４教育事務所、延べ2,041検体を検査）

0.50 7,323 6,659

夜間定時制高等学校夜食
費

夜間定時制高等学校における夜間学校給食（夜食）の実施
及び夜食に係る食材費の補助

0.25 30,683 20,287 28,384

4-1-1
学校・家庭・地域全体で取り
組む食育推進事業費

栄養教諭・学校栄養職員経験者研修等の実施
クックパッド長野県公式キッチンへ朝ごはんレシピ掲載
「長野県学校給食フェア」の実施

0.30 648 512 928

No
プロジェクト

細事業名 29年度　実施内容（実績）
職員数 29年度 30年度

No （人） （当初） （決算） （当初）

成果指標
設定理由

①朝食をきちんと食べることは、基本的な生活習慣の確立につながりやすいこと等から、朝食喫食率とした。（長野県総合5か年計画
目標値）
②市町村教委等の検査依頼に確実に対応し、継続して検査を実施していくことが学校給食に対する理解と安心をを得るために重要
であることから検査実施率とした。

目標に対する

成果の状況

①子ども達の生活習慣は社会環境や家庭環境などの影響を受けて変化しているため、「毎日朝食を食べる児童生徒の割合」は未達
成となったものの、子ども達への食育を通して食事の大切さを継続して伝えた結果、H28に比べ小6で0.1%、中3で0.3%増加した。
②給食用食材の安全性を確認するため、放射性物質検査を確実に実施し、目標を達成した。

今後、事業を
どのようにし
ていきたいか

□ 事業を実施しない ■ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施

課　題 今後の方向性

早寝・早起きの児童生徒は朝食の欠食が少ないことから、子ど
もだけでなく、保護者も含め、生活のリズムを整えることや朝食
をしっかり食べることの重要性の啓発に引き続き取り組んでい
く必要がある。

「毎日朝食を食べる児童生徒の割合」はH28に比べ増加していること
から、食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身に付け児童生徒の
心身の健全な発達を促すため、引き続き指導の主体となる栄養教諭
等の資質向上を図り、研修内容をさらに充実するとともに、保護者の
理解・協力を得ながら学校教育全体での食育を推進する。

35,965

1.05 1.05

45,263

 概算人件費 （Ｃ） 8,690 8,310 8,507 8,507

 概算事業費（B（A）+C） 40,970

 決　　算　　額（B） 32,280 27,661 27,458

概　算
人　件

費

 職員数（人） 1.05 1.05

35,971

　その他 26 26 21 16

250

達成
　県　債

②

給食用食材の放射性
物質に係る検査実施
率

100% 100% 100% 100%

①
毎日朝食を食べる児童
生徒の割合

小６　89.9%
中３　85.2%

小６　89.7%
中３　85.7%

小６　93.0%
中３　87.0%

Aの
財源

　一般財源 34,731 30,837 30,760 36,490

　国庫支出金

当初予算 41,754 39,892 38,654 36,756 目標値 成果 達成状況
No 成果指標 27年度 28年度

29年度

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　分（単位：千円） 27年度 28年度 29年度 30年度 指標及びその達成状況

予
算
額

前年度繰越

補正予算 -6,997 -9,029 -7,873 小６　89.8%
中３　86.0%

未達成
合計（A) 34,757 30,863 30,781 36,756

課・室 保健厚生課

実施期間 不明 E-mail

目指す姿

○児童生徒が食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身に付け、心身の健全な発達を促している。
○放射性物質に係る必要な検査を実施し、学校給食に対する安全の再確認と保護者等の理解と安心を図る。

（主な実施内容：栄養教職員に対する研修実施、夜間定時制高等学校における夜間学校給食の実施、学校給食用食材の放射性物
質検査　　など）

事業番号 15 09 02 事業改善シート （29年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

現状
(予算編成時)

○朝食を欠食する児童生徒が約1割程度おり、学年が上がると増える傾向にある。また、栄養バ
ランスが不十分な食事や子どもたちだけで食事をする孤食の状態にある児童生徒も一定程度存
在する。
○福島第一原子力発電所の事故により放出された放射線について、多くの保護者から学校給食
への影響を心配する声が寄せられたたため検査機器を導入して平成24年4月から市町村教育委
員会等の依頼に基づき学校給食用食材の検査を実施。

29年度
決算額

27,458 千円

職員数 1.05 人

hokenko@pref.nagano.lg.jp

しあわせ信州創造プラン（総合５か年計画）

プロジェクト ４　健康づくり・医療プロジェクト

施策の
総合的展開

7－1　子ども一人ひとりの個性や能力を伸ばす学校教育の充実

　　3　豊かな心と健やかな身体の育成

事　業　名 安全・安心な学校給食及び食育の推進事業
部局 教育委員会
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事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表

15 09 02

27年度 28年度

夜間定時制高等学校夜食費
夜間定時制高等学校における夜間
学校給食（夜食）の実施

委
託

調理委託校（３校）に対する人件費を負担
（各高等学校から民間業者へ調理業務を委託）

調理委託校（３校）の調理業務委託に係る人件費を負
担
委託先：（有）ニッショク

計画通り
○

14,373 12,488 6,408 6,408 -1,358 4,617 150804

夜間定時制高等学校夜食費
夜間定時制高等学校における夜間
学校給食（夜食）の実施

直
接

弁当校（10校）、補食校（３校）の食材加工賃を負担 弁当校（10校）、補食校（３校）の食材加工賃を負担
計画通り

○
7,174 8,673 13,913 13,913 -4,073 8,630 150804

夜間定時制高等学校夜食費 夜食に係る食材料費の補助
直
接

夜食に係る食材料費を補助（１食当たり71円） 夜食に係る食材料費を補助（延べ99,404食）
計画通り

○
12,351 11,118 10,362 10,362 -2,442 7,040 150804

学校・家庭・地域全体で取り組む
食育推進事業費

学校における食育推進体制の充実
直
接

栄養教諭・学校栄養職員経験者研修（10年次）、全員
研修及び文部科学省主催研修派遣の実施

栄養教諭・学校栄養職員経験者研修（10年次）を3回
開催。
全員研修3回開催。
文部科学省主催研修に計3名派遣。

計画通り
○

957 365 648 648 512 4-1-1 7-1.3 648 150805

学校・家庭・地域全体で取り組む
食育推進事業費

児童生徒の食に関する実態調査
直
接

県内の小学校5年生及び中学校2年生を対象に調査を実
施、結果の分析、課題の把握（平成28年度限り）

（３年に一度の実施のため、次回調査は31年度予定） 　 0 170 0 0 0 150805

学校・家庭・地域全体で取り組む
食育推進事業費

家庭・地域への働きかけ
直
接

「朝ごはんは元気の素！（仮）」の発信（ゼロ予
算）、「長野県学校給食フェア」の実施（ゼロ予算）

クックパッド長野県公式キッチンへ給食献立をもとに
した朝ごはんレシピ16個掲載。
学校給食フェアを1月24日から1月30日まで開催。

計画通り
○

0 0 0 0 0 4-1-1 7-1.3 0 150805

安全・安心のための学校給食環境
整備事業費

学校給食用食材の放射性物質検査
直
接

給食用食材の事前検査（県内４ケ所。約300検体/月） 給食用食材の事前検査実施。延べ2041検体実施。
計画通り

○
6,899 7,078 7,323 7,323 6,659 150806

　

　

　

　

　

　

　

　

　

41,754 39,892 38,654 38,654 -7,873 27,458 648合　　　　計
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施策の
総合的
展開

予算
(千円)

実施
年度

主な点検
区分結果

1

総合5か年計画 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 県民協働事業改善
備　考
(H28事業
番号)当初

(千円)
当初
(千円)

要求
(千円)

当初
(千円)

補正
(千円)

決算
(千円)

番　号

保健厚生課
□当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

細事業
No

細事業名 項目

実
施
方
法

29年度　実施内容（予定） 29年度　実施内容（実績）
29年度
実施
状況

29年度

事業番号
事　業　名 安全・安心な学校給食及び食育の推進事業 部局 教育委員会 課・室


